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大
妻
国
文　

第
43
号　

二
〇
一
二
年
三
月

一

麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

│
「
麻
田
連
陽
春
伝
考
」
続

│

川　
　

上　
　

富　
　

吉

一
、
は
じ
め
に

麻
田
連
陽
春
の
文
芸
作
品
は
、
次
の
三
群
（『
萬
葉
集
』
に
和
歌
四
首
・『
懐
風
藻
』
に
漢
詩
一
首
）
で
あ
る
。

A

大だ
さ

宰い
の

帥そ
ち

大お
ほ

伴と
も

卿き
や
うの

、
大だ

い

納な
ふ

言ご
ん

に
任に

ん

ぜ
ら
れ
て
京み

や
こに

入い

る
時と

き

に
臨の

ぞ

み
、
府ふ

の
官

く
わ
ん

人じ
ん

等ら

の
、

卿き
や
うを

筑ち
く

前ぜ
ん

国の
く
にの

蘆あ
し

城き

の
駅う

ま

家や

に
餞

う
ま
の
は
な
む
けせ

し
歌
四
首

岬み
さ
き

廻み

の
荒あ

り

磯そ

に
寄
す
る
五い

百ほ

重へ

波な
み

立
ち
て
も
居ゐ

て
も
我あ

が
思お

も

へ
る
君 
（
4
・
五
六
八
）

右
の
一
首
は
、
筑ち

く

前ぜ
ん
の

掾じ
よ
う

門か
ど

部べ
の

連む
ら
じ

石い
そ

足た
り

。

韓か
ら

人ひ
と

の
衣

こ
ろ
も

染そ

む
と
い
ふ
紫
の
心
に
染し

み
て
思
ほ
ゆ
る
か
も 

（
4
・
五
六
九
）

大や
ま
と和

へ
に
君
が
立
つ
日
の
近
づ
け
ば
野
に
立
つ
鹿し

か

も
と
よ
め
て
そ
鳴
く 

（
4
・
五
七
〇
）



二

右
の
二
首
は
、
大だ

い

典て
ん

麻あ
さ

田だ
の

連む
ら

陽じ
や

春す

。

月つ
く

夜よ

よ
し
川
の
音お

と

清
し
い
ざ
こ
こ
に
行
く
も
行
か
ぬ
も
遊
び
て
行
か
む 

（
4
・
五
七
一
）

右
の
一
首
は
、
防さ

き

人も
り
の

佑じ
よ
う

大お
ほ

伴と
も

四の
よ

綱つ
な

。

B

大お
ほ

伴と
も
の

君き
み

熊く
ま

凝ご
り

の
歌
二
首　

大だ
い

典て
ん

麻あ
さ

田だ
の

連む
ら

陽じ
や

春す

の
作さ

く

国
遠
き
道
の
長な

が

手て

を
お
ほ
ほ
し
く
今け

日ふ

や
過
ぎ
な
む
言こ

と

問ど

ひ
も
な
く 

（
5
・
八
八
四
）

朝あ
さ

露つ
ゆ

の
消け

や
す
き
我あ

が
身
他ひ

と

国く
に

に
過
ぎ
か
て
ぬ
か
も
親
の
目
を
欲ほ

り 

（
5
・
八
八
五
）

C

外
從
五
位
下
石い

は

見み
の

守か
み

麻あ
さ

田だ
の

連む
ら

陽じ
や

春す

。
一
首
。
年
五
十
六
。

五
言
。
藤

と
う
の

江あ
ふ
み

守の
か
みの

「
裨ひ

叡え
の

山
の
先せ

ん

考か
う

が
舊き

う

禪ぜ
ん

處し
よ

の
柳り

う

樹じ
ゆ

を
詠よ

む
」
の
作
に
和わ

す
。
一
首
。

近あ
ふ

江み

は
惟こ

れ
帝て

い

里り

、
裨ひ

叡え

は
寔ま

こ
とに

神し
ん

山ざ
ん

。
山
靜
け
く
し
て
俗ぞ

く

塵ぢ
ん

寂し
づ

み
、
谷た

に

間し
づ

け
く
し
て
眞し

ん

理り
も

專は
ら

に
あ
り
。

於あ
あ

穆う
る
はし

き
我
が
先せ

ん

考か
う

、
獨ひ

と

り
悟さ

と

り
て
芳は

う

縁え
ん

を
闡ひ

ら

く
。
寶ほ

う

殿で
ん

空
に
臨の

ぞ

み
て
構か

ま

へ
、
梵ぼ

ん

鐘し
よ
う

風
に
入
り
て
傳つ

た

ふ
。

烟え
ん

雲う
ん

萬ば
ん

古こ

の
色
、
松

し
よ
う

柏は
く

九き
う

冬と
う

に
堅か

た

し
。

日に
ち

月げ
つ

荏じ
ん

苒ぜ
ん

去さ

れ
ど
、
慈じ

範は
ん

獨
り
依い

い々

な
り
。
寂せ

き

寞ば
く

な
る
精せ

い

禪ぜ
ん

の
處と

こ
ろ、

俄に
は

か
に
積せ

き

草さ
う

の
墀に

は

に
爲な

る
。

古こ

樹じ
ゆ

三さ
ん

秋し
う

に
落ち

り
、
寒か

ん

花く
わ

九く
ぐ

月わ
つ

に
衰お

と
ろふ

。
唯た

だ

餘の
こ

す
兩

り
や
う

楊や
う

樹じ
ゆ

、
孝か

う

鳥て
う

朝あ
し
た

夕ゆ
ふ
へに

悲
し
ぶ
の
み
。 

（
藻
105
）

A
は
大
宰
帥
大
伴
旅
人
卿
の
餞
宴
歌
四
首
中
の
二
首
。
B
は
次
に
「
敬つ

つ
しみ

て
熊く

ま

凝ご
り

の
為た

め

に
そ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

述の

べ
し
歌
に
和わ

せ
し
六
首
序
を

あ
は

せ



三

麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

た
り　

筑
前
国
守
山
上
憶
良
」（
5
・
八
八
六
〜
八
九
一
）
と
セ
ッ
ト
に
な
る
二
首
。
C
は
民
部
卿
兼
近
江
守
藤
原
仲
麻
呂
の
作
詩
に
和
し
た
詩

一
首
。
訓
読
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
萬
葉
集
』、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粹
』
に
拠
る
。

以
下
、
三
群
の
作
者
、
陽
春
と
そ
の
周
辺
人
物
と
の
文
芸
作
品
を
主
と
し
た
伝
記
的
考
証）

1
（

を
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
A
（
4
・
五
六
九
、
五
七
〇
）
に
つ
い
て

こ
の
二
首
は
、
題
詞
に
よ
れ
ば
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
大
納
言
と
な
っ
て
上
京
す
る
に
当
っ
て
、
府
の
官
人
た
ち
が
、
筑
前
国
蘆
城
の
駅
家

で
送
別
の
餞
宴
の
席
で
披
露
さ
れ
た
歌
四
首
中
の
二
首
で
あ
る
。
旅
人
が
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
『
公
卿
補
任
』
に
は
「
天
平
二
年
（
七

三
〇
）
十
月
一
日
」
と
あ
り
、『
萬
葉
集
』
に
は
「
天
平
二
年
庚か

う

午ご

の
冬
十
一
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
の
、
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
帥そ

ち

を
兼か

ぬ
る
こ

と
旧も

と

の
如ご

と

し
。
京
に
上の

ぼ

り
し
時
に
」（
17
・
三
八
九
〇
題
詞
）・「（
天
平
二
年
）
冬
十
二
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
の
京
に
上
り
し
時
に
」（
6
・
九
六

五
題
詞
・
九
六
六
左
注
）・「
書し

よ

殿で
ん

に
餞せ

ん

酒し
ゆ

せ
し
日
の
倭

や
ま
と

歌う
た

四
首
（
5
・
八
七
六
〜
八
七
九
）・「
聊い

さ
さか

に
私し

く

懐わ
い

を
布の

べ
し
歌
三
首
（
5
・
八
八
〇

〜
八
八
二
。
天
平
二
年
十
二
月
六
日
、
筑
前
国
司
山
上
憶
良
謹つ

つ
しみ

て
上

た
て
ま
つる

。」・「
天
平
二
年
庚
午
の
冬
十
二
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
の
、
京み

や
こに

向む

か

ひ
て
上

じ
や
う

道だ
う

せ
し
時
に
作
り
し
歌
五
首
（
3
・
四
四
六
│
四
五
〇
）」
と
あ
り
、
陽
春
の
二
首
目
（
五
七
〇
）
に
「
大
和
へ
君
が
立
つ
日
の
近
づ
け

ば
」
と
あ
る
の
で
、
十
一
月
中
の
餞
宴）

2
（

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
餞
宴
の
場
「
蘆
城
駅
家
」（
福
岡
県
筑
紫
野
市
阿
志
岐
。
府
の
南
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。）
は
、「
五
年
戊
辰
、
大
宰
少せ

う

弐に

石い
し

川か
は
の

足た
る

人ひ
と

朝あ
そ

臣み

の
遷せ

ん

任に
ん

す
る
に
、
筑
前
国
の
蘆あ

し

城き

の
駅う

ま

家や

に
餞

う
ま
の
は
な
む
けせ

し
歌
三
首
（
4
・
五
四
九

│
五
五
一
）」
及
び
旅
人
上
京
時
「
傔け

ん

従じ
ゆ
う

等ら

別べ
つ

に
海か

い

路ろ

を
取と

り
て
京み

や
こに

入い

り
き
。（
17
・
三
八
九
〇
題
詞
）」・「
天
平
二
年
庚
午
の
冬
十
二
月
、

大
宰
帥
大
伴
卿
の
、
京み

や
こに

向む

か
ひ
て
上

じ
や
う

道だ
う

せ
し
時
に
作
り
し
歌
五
首
（
3
・
四
四
六
│
四
五
〇
）」
に
、「
鞆と

も

の
浦
（
広
島
県
福
山
市
鞆
町
の
瀬

戸
の
海
浜
）」・「
敏み

ぬ

馬め

の
崎
（
神
戸
市
灘
区
岩
屋
付
近
）」
と
あ
り
、
瀬
戸
内
海
へ
の
海
路
の
出
航
の
近
く
の
駅
家
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
餞
宴
の

場
と
し
て
恒
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



四

A
群
の
一
首
目
（
五
六
八
）
は
、
こ
れ
か
ら
の
船
旅
の
岬
々
の
荒
磯
に
立
つ
五
百
重
波
の
よ
う
に
、
立
っ
て
い
て
も
座
っ
て
い
て
も
、
何
時

も
心
か
ら
去
ら
ぬ
我
が
君
で
す
、
と
旅
人
の
海
路
を
辿
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
予
餞
の
心
を
歌
っ
て
い
る
。

二
首
目
（
五
六
九
）
は
、
初
句
「
韓
人
」
は
原
文
「
辛
人
」）

3
（

で
、「
韓
・
唐
」
に
「
辛
」
を
当
て
た
も
の
で
「
漢
人
（
19
・
四
一
五
三
）
の
例

も
あ
る
。
染
色
技
術
は
「
韓
」「
唐
」
が
遙
か
に
高
度
だ
っ
た
の
で
、「
韓
人
の
衣
染
む
と
い
ふ
紫
の
」
と
言
う
。
当
時
正
三
位
の
旅
人
は
、
大

宰
府
に
あ
っ
て
た
だ
一
人
、
衣
服
令
に
定
め
る
紫
衣
着
用
の
資
格
を
有
し
て
い
た
。」（
新
大
系
、
注
）
こ
と
か
ら
、
前
歌
の
「
我
が
思
へ
る
君
」

を
承
け
て
「
衣
染
む
と
い
ふ
紫
の
心
に
染
み
て
思
ほ
ゆ
る
か
も
」
と
和
し
た
も
の
。「
正
三
位
旅
人
は
こ
の
時
実
際
に
紫
の
衣
を
着
用
し
て
座
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。」（
釈
注
）
と
言
う
が
、「
衣
服
令
」
諸
臣
礼
服
条
に
「
三
位
以
上
は
、
浅
き
紫
の
衣
。」「
大
祀
、
大
嘗
、
元
日
に
、
服
せ

よ
。」・
朝
廷
の
公
事
に
着
用
す
る
朝
服
条
に
「
五
位
以
上
、
衣
の
色
は
礼
服
に
同
じ
。」「
朝
廷
公
事
に
、
即
ち
服
せ
よ
。」
と
あ
っ
て
、
駅
家
で

の
私
的
な
餞
宴
に
着
用
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。）

4
（

実
際
に
着
用
し
て
い
な
い
の
に
、
紫
衣
を
着
て
い
る
よ
う
に
見
立
て
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の

作
者
陽
春
の
心
用
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
府
の
貢
上
染
色
所
に
お
い
て
渡
来
系
の
人
び
と
が
多
く
染
色
加
工
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
」「
管

内
諸
国
の
国
司
の
紫
草
園
巡
察
の
監
督
の
た
め
に
同
行
し
た
か
も
し
れ
ぬ
経
験
」「
府
管
内
諸
国
の
各
地
に
紫
草
園
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
か
な
り
の
数
に
上
る
か
ら
、
手
入
れ
時
の
国
司
巡
視
の
監
督
と
し
て
は
、
大
弐
・
小
弐
の
み
な
ら
ず
、
大
監
・
少
監
、
大
典
・
少
典
な
ど

も
動
員
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。」
と
い
う
指
摘）

5
（

が
大
い
に
参
考
と
な
る
。

三
首
目
（
五
七
〇
）
は
、「
鹿
も
と
よ
め
て
そ
鳴
く
」
に
つ
い
て
、
旅
人
は
十
一
月
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
十
二
月
に
上
京
し
た
の
で
「
実
ニ
ハ

鹿
ノ
鳴
時
ニ
非
ズ
」「
敬
フ
ヘ
キ
人
ナ
ル
故
ニ
、
我
身
ヲ
鹿
ニ
ナ
シ
テ
別
ヲ
慕
ヒ
テ
泣
ヲ
ヨ
メ
ル
ナ
ラ
ン
」（
代
□精
）・「
鹿
が
妻
を
恋
う
て
鳴
く
の

は
十
二
月
で
は
な
く
、
秋
が
普
通
で
あ
る
。」（
集
成
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
全
注
巻
第
四
』（
木
下
正
俊
）
は
、
宗
政
五
十
緒
氏
の
説
（
短
歌
誌

「
あ
け
ぼ
の
」
昭
和
五
十
一
年
月
例
会
要
旨
）
を
紹
介
し
「
詩
経
小
雅
の
「
鹿
鳴
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
詩
経
小
序
に
よ
れ
ば
、
小
雅
は

こ
れ
を
以
て
群
臣
嘉
賓
を
燕
（
宴
）
す
る
詩
と
し
て
い
る
。
宴
会
の
歌
で
あ
れ
ば
、
鹿
が
鳴
か
な
く
て
も
、
そ
れ
に
か
け
て
詠
ん
だ
歌
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
、『
釈
注
』
も
賛
同
し
、『
新
編
全
集
』
も
「
冬
の
時
期
に
鹿
が
鳴
く
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
の
は
『
毛
詩
』
小
雅
の



五

麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

「
鹿
鳴
ろ
く
め
い

」
に
よ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
小
序
に
こ
れ
を
群
臣
嘉
賓
を
宴
す
る
詩
と
し
て
い
る
。」
と
し
、『
毛
詩
』
小
雅
の
「
鹿
鳴
」
第
一
章
、「
呦

呦
鹿
鳴
、
食
二
野
之
苹
一
。
我
有
二
嘉
賓
一
、
鼓
レ
瑟
吹
レ
笙
。」
に
拠
っ
て
上
司
旅
人
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」）

6
（

と
し
て
、
注

で
前
漢
蘇
武
の
「
詩
四
首
（『
文
選
』
巻
二
九
）
の
第
一
首
、「
鹿
鳴
思
二
野
草
一
、
可
三
以
喩
二
嘉
賓
一
。
我
有
一
一
罇
酒
一
、
欲
三
以
贈
二
遠
人
一
。」

と
旅
ゆ
く
兄
弟
を
も
て
な
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
陽
春
は
中
国
の
先
例
を
踏
ま
え
、
鹿
の
鳴
く
こ
と
に
、
心
に
適
う
立
派
な
人
物
を
見

送
る
宴
と
し
て
の
意
味
を
込
め
た
」）

7
（

と
す
る
蘇そ

武ぶ

の
詩
句
の
指
摘
を
承
け
て
、
内
田
賢
徳）

8
（

は
、「
李り

陵り
よ
うと

の
友
人
同
士
の
間
柄
で
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
よ
り
は
、『
毛
詩
』
小
雅
「
鹿
鳴
」
の
第
二
章
を
参
照
す
る
方
が
よ
い
。」（
第
二
章
、
省
略
。
注
6
参
照
）
と
し
て
、

　

こ
こ
の
賓
客
は
徳
音
、
つ
ま
り
徳
の
高
い
人
で
あ
り
、
民
に
手
厚
い
恵
み
を
施
す
の
で
、
民
も
そ
れ
に
な
ら
い
、
ま
た
こ
の
宴
の
主
人

（
君
子
）
も
そ
れ
に
な
ら
う
と
、
賓
客
の
慈
愛
深
い
徳
を
称
え
る
。
こ
の
章
を
踏
ま
え
て
、
陽
春
は
、「
大
和
辺
に　

君
が
立
つ
日
の
近
づ

け
ば
」
と
い
う
の
で
こ
こ
に
集
っ
て
餞
宴
を
催
し
て
い
る
一
同
は
皆
旅
人
の
徳
を
慕
っ
て
い
る
者
ば
か
り
だ
と
称
え
る
。
第
二
首
が
姿
か

ら
象
徴
的
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
旅
人
を
称
え
る
の
に
対
し
、
こ
の
歌
で
は
、
よ
り
内
面
の
人
格
に
関
わ
っ
て
旅
人
を
称
え
て
い
る
。

と
し
、「
陽
春
の
二
首
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
歌
群
の
主
題
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
と
、
教
養
を
示
す
二
首
で
あ
る
。」
と
評
価
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
富
原
カ
ン
ナ
論
文
及
び
内
田
賢
徳
論
文
の
前
年
に
、
馬
駿
「
漢
籍
と
の
比
較
か
ら
見
た
「
鹿
鳴
」
の
歌

│
そ
の
巻
頭
性
と
表
現
性
を

中
心
に

│
」（「
国
語
国
文
研
究
」
105
号
。
一
九
九
七
年
三
月
刊
））

9
（

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
漢
籍
と
『
懐
風
藻
』）

10
（

に
、『
毛
詩
』
小

雅
の
「
鹿
鳴
」
の
「
歓
宴
」（
＝
藻
60
）
と
、『
文
選
』
蘇
武
の
「
別
詩
」
の
「
別
宴
」（
＝
藻
63
）
で
の
「
鹿
鳴
」
の
相
異
を
示
し
、
陽
春
の
「
鹿

鳴
」
の
一
首
は
、
惜
別
の
「
別
宴
」
で
あ
る
点
で
、『
毛
詩
』
小
雅
の
「
鹿
鳴
」
の
「
歓
宴
」
の
詩
で
は
な
く
、『
文
選
』
の
蘇
武
の
詩
と
『
懐

風
藻
』
63
の
詩
に
み
る
よ
う
に
、「
蘇
武
の
詩
に
暗
示
を
得
た
も
の
」
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
し
、
さ
ら
に
、「
五
六
九
」
の
「
紫
」
に
、

「
紫
草
を
草
と
別
く
別
く
伏
す
鹿
の
野
は
こ
と
に
し
て
心
は
同
じ
」（
12
・
三
〇
九
九
）
を
引
き
、「
連
作
の
こ
の
二
首
に
お
い
て
、
各
々
「
暗
喩
」
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と
「
典
拠
」
の
修
辞
法
で
大
伴
旅
人
へ
の
思
慕
と
惜
別
の
情
を
婉
曲
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
作
者
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
く
し
て
、
麻
田
陽
春
が
餞
別
の
宴
席
で
「
鹿
鳴
」
の
歌
を
披
露
し
た
際
、
歌
壇
の
宰
領
者
で
あ
る
大
伴
旅
人
は
会
心
の
一
笑
を
報
い
た
に
違

い
な
い
。」
と
い
う
、
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
典
故
の
教
養
を
越
え
て
こ
の
歌
の
第
三
句
「
近
づ
け
ば
」
は
、
元
、
桂
、
類
「
ち
か

け
れ
ば
」
と
あ
り
、
結
句
「
鳴
く
」
の
一
語
と
の
照
応
、「
何
た
る
面
白
い
措
辞
で
あ
ら
う
。
歯
を
喰
ひ
し
ば
っ
て
切
羽
詰
る
ま
で
泳冱
へ
た
我
慢

が
、
と
う
〳
〵
破
裂
し
て
泣
く
よ
り
外
は
な
い
と
い
っ
た
調
子
で
あ
る
。」（
金
子
評
釈
）
惜
別
の
情
の
頂
点
を
歌
っ
て
絶
唱
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
ま
た
「（
行
く
人
の
）
立
つ
日
」
に
「（
送
る
人
の
）
立
つ
鹿
」
が
「
と
よ
め
て
」（
声
を
立
て
て
）
鳴
く
と
い
う
よ
く
出
来
た
歌
で
あ
る
。

四
首
目
（
五
七
一
）
は
、
初
句
、
元
「
つ
き
よ
ろ
し
」・
攷
「
ツ
ク
ヨ
ヨ
シ
」
と
あ
る
。
第
二
句
原
文
「
河
音
清
シ
」「
か
は
の
お
と
き
よ
し
」

字
余
り
諸
説
あ
り
。
寛
、
矢
「
カ
ハ
ヲ
ト
キ
ヨ
シ
」、
桂
、
元
、
類
、
神
「
か
は
お
と
す
め
り
」、
桂
、
類
「
か
は
の
お
と
す
め
り
」、
童
、
楢

「
カ
ハ
ト
サ
ヤ
ケ
シ
」、
略
「
カ
ハ
ノ
ト
キ
ヨ
シ
」。「
か
は
お
と
き
よ
し
」
を
良
し
と
し
た
い
。
第
四
句
原
文
「
行
毛
不
去
毛
」、
代
□精
「
字
ニ
任

セ
テ
ユ
カ
ヌ
モ
ト
読
ヘ
キ
ニ
ヤ
」
攷
・
古
「
ユ
ク
モ
ユ
カ
ヌ
モ
」。
童
・
楢
・
寛
「
ト
マ
ル
モ
」。
新
大
系
に
「
送
別
詩
に
旅
行
く
者
と
留
ま
る

者
を
「
去
留
」「
去
住
」「
行
住
」
な
ど
と
表
現
す
る
の
と
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
第
四
・
五
句
「
ゆ
く
」
と
い
う
言
葉
を
、
原
文
「
行
」

「
去
」「
帰
」
と
、
三
種
の
文
字
で
表
わ
し
て
い
る
。」
と
あ
り
、「
行
く
も
行
か
ぬ
も
」
を
良
し
と
し
た
い
。「
月
夜
も
よ
い
し
、
川
の
音
も
清
ら

か
だ
、
さ
あ
こ
こ
で
、
都
へ
行
く
人
も
筑
紫
に
留
ま
る
人
も
、
楽
し
く
遊
ん
で
太
宰
府
へ
帰
る
こ
と
に
し
よ
う
。」
と
い
う
意
で
、
別
れ
を
惜
し

む
前
歌
（
五
七
〇
）
を
承
け
て
、「
沈
み
が
ち
な
座
を
取
り
も
と
う
と
し
た
歌
で
」、「
遊
び
て
行
か
む
」
の
一
句
に
、「
目
下
の
餞
宴
が
今
の
別

れ
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
」）

11
（

と
す
る
。

題
詞
に
「
府
の
官
人
等
」
と
あ
る
が
、
歌
は
筑
前
掾
門
部
連
石
足
・
大
典
麻
田
連
陽
春
・
防
人
佑
大
伴
四
綱
の
三
人
四
首
で
あ
る
。

筑
前
掾
門
部
連
石
足
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
に
、「
門
部
連　

牟
須
比
命
児
安
牟
須
比
命
之
後
也
」
と
あ
る
。
若
冲
『
万
葉
作
者

履
歴
』）

12
（

に
、
姓
氏
録
を
引
き
「
伝
未
詳　

和
銅
七
年　

壬
二
月
朔
美
濃
少
掾
正
七
位
下
門
部
連
御
立
進
従
六
位
上
一
族
欤
」
と
あ
る
。
天
平
二

年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
宅
で
行
な
わ
れ
た
梅
花
の
宴
に
、
上
司
筑
前
国
守
山
上
憶
良
と
と
も
に
出
席
し
「
筑
前
掾
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麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

門
氏
石
足
」
と
し
て
、

う
ぐ
ひ
す
の
待
ち
か
て
に
せ
し
梅
が
花
散
ら
ず
あ
り
こ
そ
思
ふ
児
が
た
め　
（
5
・
八
四
五
）

の
一
首
を
詠
じ
て
い
る
。
前
後
未
詳
。

防
人
佑
大
伴
四
綱
は
、
旅
人
が
帥
で
あ
っ
た
神
亀
か
ら
天
平
二
年
、
防
人
司
佑
の
官
で
大
宰
府
に
い
た
こ
と
が
『
萬
葉
集
』「
4
・
五
七
一
」

の
他
、「
3
・
三
二
九
〜
三
三
〇
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
他
に
、

（
大
養
徳
）
少
掾
大
伴
四
綱　
　
　
　
　
（
正
倉
院
文
書
天
平
十
年
四
月
の
上
階
官
人
歴
名
。
大
日
本
古
文
書
二
四
巻
）

正
六
位
上
行
助
勲
九
等
大
伴
宿
禰
四

（
正
倉
院
文
書
、
雅
楽
寮
解
。
天
平
十
七
年
十
月
二
十
日
の
年
紀
。
大
日
本
古
文
書
二
巻
）

と
あ
っ
て
、
天
平
十
年
（
七
三
八
）
四
月
か
ら
十
七
年
（
七
四
五
）
十
月
の
間
は
、
在
京
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
間
に
、「
宴
席
の
歌
一

首
」（
4
・
六
二
九
）・「
宴
吟
の
歌
一
首
」（
8
・
一
四
九
九
））

13
（

が
あ
り
、
大
宰
府
時
代
の
三
首
と
と
も
に
、
い
づ
れ
も
宴
席
に
お
け
る
軽
快
な
作

品
で
あ
る
。
雅
楽
寮
解
に
雅
楽
助
と
し
て
の
四
綱
の
名
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
も
歌
曲
に
堪
能
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
五
七
一
」
の
座

持
ち
上
手
の
性
格
が
強
く
、
社
交
的
な
人
物
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
陽
春
と
の
再
会
の
機
会
も
あ
っ
た
か
と
想
像
す
る
の
も
た
の
し
い
人

物
で
あ
る
。

三
、
B
（
5
・
八
八
四
、
八
八
五
）
に
つ
い
て

題
詞
に
「
大お

ほ

伴と
も
の

君き
み

熊く
ま

凝ご
り

の
歌
二
首
」
と
あ
っ
て
、
熊
凝
臨
終
の
心
を
、
陽
春
が
代
わ
っ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

一
首
目
「
八
八
四
」
の
、「
今
日
や
過
ぎ
な
む
」
の
「
過
ぐ
」
は
、「
み
ま
か
る
（
死
ぬ
）」
の
敬
避
表
現
で
、
仏
典
の
「
命
過
」
の
語
か
ら
で

き
た
翻
訳
語）

14
（

で
、
後
続
の
憶
良
の
和
す
る
歌
「
八
八
六
」
に
「
命
過
ぎ
な
む
」
と
照
応
す
る
こ
と
ば
で
、「
言
問
ひ
も
な
く
」
は
言
葉
を
か
け
る

こ
と
、
言
葉
を
交
わ
し
あ
う
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
。
一
首
の
意
は
「
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
長
い
旅
の
途
中
で
、
心
も
暗
く
、
今
日
は
死
ん
で
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し
ま
う
の
か
、
父
母
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
く
。」
み
と
る
人
も
な
く
、
た
だ
ひ
と
り
で
「
今
日
や
過
ぎ
な
む
」
と
い
う
命
の
不
安
を
訴
え

て
い
る
も
の
。
二
首
目
「
八
八
五
」
の
初
句
「
朝
露
」
は
、
原
文
、「
霧
」（
類
・
神
・
細
な
ど
）「
霜
」（
考
）
な
ど
あ
る
が
、
集
中
、「
朝
露
の

消け

や
す
き
命い

の
ち」（
9
・
一
八
〇
四
）・「
朝
露
の
消け

や
す
き
我あ

が
身
」（
11
・
二
六
八
九
）・「
置
く
露
の
消
ぬ
べ
き
我
が
身
」（
12
・
三
〇
四
二
）
と

あ
り
、
人
の
は
か
な
い
命
を
「
露
」
に
た
と
え
る
こ
と
は
、
仏
典
・
中
国
詩
文）

15
（

に
多
く
、
そ
れ
に
拠
っ
た
も
の
。
四
句
目
「
過
ぎ
か
て
ぬ
か
も
」

は
一
首
目
「
今
日
や
過
ぎ
な
む
」
よ
り
い
っ
そ
う
切
迫
し
た
臨
終
感
が
あ
る
。
結
句
「
親
の
目
を
欲
り
」
は
、
中
大
兄
皇
子
が
亡
き
母
斉
明
天

皇
を
哀
慕
し
て
歌
っ
た
挽
歌
「
君き

み

が
目め

の
恋こ

ほ

し
き
か
ら
に
泊は

て
て
居ゐ

て
か
く
や
恋こ

ひ
む
も
君
が
目
を
欲
り
」（『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
七
年
十

月
条
）
を
承
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
首
は
「
朝
露
の
よ
う
に
は
か
な
い
我
が
身
、
で
も
、
他
国
で
は
死
ぬ
に
死
ね
な
い
。
親
に
、
一

目
、
逢
い
た
い
。」
の
意
。

こ
の
二
首
一
群
は
、
結
果
的
に
山
上
憶
良
の
大
作
「
敬
み
て
熊
凝
の
為
に
そ
の
志
を
述
べ
し
歌
に
和
せ
し
六
首
序
と
并
せ
た
り
」（
5
・
八
八

六
〜
八
九
一
）
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
熊
凝
の
客
死
事
件
と
陽
春
と
の
接
点
の
詳
細
は
、
藤
原
芳
男
・
芳
賀
紀
雄
の
論
考）

16
（

に
譲
る

と
し
て
、
陽
春
が
こ
の
二
首
を
憶
良
に
見
せ
る
た
め
に
製
作
し
た
と
見
る
説
。）

17
（

二
人
の
作
品
が
共
に
熊
凝
の
親
元
に
贈
ら
れ
た
と
み
る
説）

18
（

に

は
、
賛
同
し
か
ね
る
。
贈
ら
れ
た
の
は
陽
春
作
二
首
の
み
で
あ
る
と
み
た
大
久
保
広
行
論
考）

19
（

の
要
点
を
次
に
引
用
す
る
。

当
該
歌
の
題
詞
の
形
成
を
、

a　

大
伴
君
熊
凝
謌
二
首　
（
原
型
）

b　

大
伴
君
熊
凝
謌
二
首　

大
典
麻
田
陽
春
作　
（
本
文
題
詞
）

c　

大
典
麻
田
連
陽
春　

為
二
大
伴
君
熊
凝
一
述
レ
志
謌
二
首　
（
目
録
）

と
い
う
段
階
を
経
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

当
該
の
二
首
は
、
大
典
麻
田
陽
春
が
熊
凝
に
な
り
代
わ
っ
て
作
歌
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
熊
凝
が
自
傷
歌
を
詠
ん
だ
と
す
れ
ば
か
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麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

く
詠
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
い
う
形
を
、
陽
春
は
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

宮
中
行
事
の
た
め
の
公
務
の
途
上
で
の
死
去
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、〈
中
略
〉
何
ら
か
の
弔
意
の
品
（
絁
な
ど
）
が
府
か
ら
遺
族

に
贈
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
弔
意
品
と
身
辺
の
わ
ず
か
な
遺
品
に
添
え
て
、
陽
春
は
、
一
夜
の
う
ち
に
作
歌
し
た
両
首
を
肥

後
守
に
託
し
、
親
元
に
届
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
伝
聞
し
た
悲
話
に
強
く
心
動
か
さ
れ
た
陽
春
は
、
熊
凝
の
「
言
問
ひ
」
を
歌
う
の

が
年
老
い
た
親
の
心
を
慰
め
る
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
、
今
わ
の
際
の
熊
凝
の
、
子
の
至
情
を
直
接
的
に
伝
え
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
状
況
説
明
の
な
い
簡
略
な
題
詞
と
い
い
、
熊
凝
そ
の
人
に
な
り
き
っ
た
自
傷
歌
的
詠
法
と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
想
定
に
立
て

ば
初
め
て
二
首
を
め
ぐ
る
疑
問
が
解
消
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。〈
中
略
〉
憶
良
の
作
と
陽
春
の
作
と
の
間
に
は
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
短
時
間
の
う
ち
に
序
ま
で
付
し
た
長
編
を
成
し
、
相
撲
使
の
手
を
通
じ
て
す
ぐ
届
け
る
こ
と
は
、
い
く
ら
憶
良
で
も
無
理

が
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
孝
子
を
喪
っ
た
老
親
の
慰
撫
の
た
め
に
、
相
撲
使
一
行
と
か
か
わ
り
の
深
か
っ
た
大
典
陽
春
が
、
急
い
で
二
首
を
用

意
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
二
首
が
熊
凝
作
の
体
裁
を
と
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
は
陽
春
の
意
思
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と

が
、
い
た
く
憶
良
を
感
銘
さ
せ
、
創
作
意
欲
を
そ
そ
っ
て
長
編
の
一
作
を
生
み
出
す
契
機
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
見
解
に
は
大
い
に
賛
同
し
た
い
。
陽
春
の
二
首
は
、
大
典
の
職
務
上
の
弔
意
の
挨
拶
の
歌
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
こ
に
は
、
親
切
な
真

情
が
吐
露
さ
れ
て
お
り
、
二
首
と
も
に
典
故
の
あ
る
表
現
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
陽
春
が
、
こ
の
二
首
所
載
の
『
巻
第
五
』
の
筆
録
者
・
編
纂
者
の
有
力
候
補）

20
（

の
一
人
で
あ
る
と
す
る
説
は
、
鋭
意
、
検
討
さ
れ
て
然

る
べ
き
か
と
付
記
し
て
お
こ
う
。



一
〇

四
、
C
（
藻
105
）
に
つ
い
て

近
江
守
藤
原
仲
麻
呂
の
「
比
叡
山
の
先
考
（
亡
父
。
藤
原
武
智
麻
呂
）
の
も
と
の
禅
処
（
禅
を
修
業
す
る
処
、
禅
房
）
に
あ
っ
た
柳
の
木
を

詠
ん
だ
」
作
に
陽
春
が
和
し
た
作
。

近
江
惟
帝
里
。　
　

近あ
ふ

江み

は
惟こ

れ
帝て

い

里り

、 

近
江
は
帝
都
で
あ
り

裨
叡
寔
神
山
。　
　

裨ひ

叡え

は
寔ま

こ
とに

神し
ん

山ざ
ん

。 

比
叡
は
神
の
住
む
山

山
靜
俗
塵
寂
。　
　

山
靜
け
く
し
て
俗ぞ

く

塵ぢ
ん

寂し
づ

み
、 

山
は
静
か
で
俗
界
か
ら
離
れ

谷
間
眞
理
專
。　
　

谷た
に

間し
づ

け
く
し
て
眞し

ん

理り

專も
は
らに

あ
り
。 

谷
は
閑の

ど

か
で
仏
の
道
理
が
漲
っ
て
い
る

於
穆
我
先
考
。　
　

於あ
あ

穆う
る
はし

き
我
が
先せ

ん

考か
う

、 

あ
あ
、
わ
た
し
の
亡
父
は

獨
悟
闡
芳
縁
。　
　

獨ひ
と

り
悟さ

と

り
て
芳は

う

緣え
ん

を
闡ひ

ら

く
。 

こ
こ
で
悟
っ
て
仏
縁
を
開
か
れ
た

寶
殿
臨
空
構
。　
　

寶ほ
う

殿で
ん

空
に
臨の

ぞ

み
て
構か

ま

へ
、 

仏
殿
は
空
高
く
聳
え

梵
鐘
入
風
傳
。　
　

梵ぼ
ん

鐘し
よ
う

風
に
入
り
て
傳つ

た

ふ
。 
大
鐘
は
風
の
ま
に
ま
に
響
い
て
く
る

烟
雲
萬
古
色
。　
　

烟え
ん

雲う
ん

萬ば
ん

古こ

の
色
、　 
も
や
や
霞
は
太
古
の
色
そ
の
ま
ま

松
柏
九
冬
堅
。　
　

松
し
よ
う

柏は
く

九き
う

冬と
う

に
堅か

た

し
。 

松
や
柏
は
三み

月つ
き

の
冬
に
も
色
あ
せ
な
い

日
月
荏
苒
去
。　
　

日じ
つ

月げ
つ

荏じ
ん

苒ぜ
ん

去さ

れ
ど
、　 

月
日
は
む
な
し
く
過
ぎ
去
っ
て
い
く
が

慈
範
獨
依
依
。　
　

慈じ

範は
ん

獨
り
依い

い々

な
り
。 

亡
父
の
あ
た
た
か
き
教
え
は
昔
の
ま
ま
だ
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寂
寞
精
禪
處
。　
　

寂せ
き

寞ば
く

な
る
精せ

い

禪ぜ
ん

の
處と

こ
ろ、 

寂
し
く
静
か
な
禅
の
道
場
も

俄
爲
積
草
墀
。　
　

俄に
は

か
に
積せ

き

草さ
う

の
墀に

は

に
爲な

る
。 

俄
か
に
雑
草
の
茂
る
庭
と
な
っ
た

古
樹
三
秋
落
。　
　

古こ

樹じ
ゆ

三さ
ん

秋し
う

に
落ち

り
、 

古
木
は
秋
に
あ
っ
て
落
葉
し

寒
花
九
月
衰
。　
　

寒か
ん

花く
わ

九く

月ぐ
わ
つに

衰お
と
ろふ

。 

後
れ
咲
き
の
花
は
し
お
れ
て
わ
び
し
い

唯
餘
兩
楊
樹
。　
　

唯た
だ

餘の
こ

す
兩

り
や
う

楊や
う

樹じ
ゆ

、　 

た
だ
二
本
の
楊
の
樹
だ
け
が
空
し
く
立
ち

孝
鳥
朝
夕
悲
。　
　

孝か
う

鳥て
う

朝あ
し
た

夕ゆ
ふ
へに

悲
し
ぶ
の
み
。 

烏
が
朝
に
夕
に
悲
し
く
鳴
く
ば
か
り
で
あ
る

※
現
代
語
訳
は
、
江
口
孝
夫
『
懐
風
藻　

全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
に
よ
る
。

こ
の
詩
、
一
首
か
二
首
か
の
意
見
が
あ
り
、
林
古
溪
「
懐
風
藻　

陽
春
の
作
・
作
者
と
撰
者
」）

21
（

は
、「
こ
れ
は
二
首
に
し
て
し
か
も
別
人
の
作

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」「
即
ち
仲
麻
呂
一
首
、
陽
春
一
首
」「
恐
ら
く
仲
麻
呂
に
は
、
先
考
之
旧
禅
盧
を
詠
ず
る
作
が
数
首
あ
っ
た
の
で
あ
ら

う
。
そ
の
中
の
柳
樹
の
作
に
陽
春
の
和
し
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。（
数
首
の
和
詩
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。）」
と
し
た
が
、
今
田
哲
夫
「
懐
風
藻

に
関
す
る
一
考
察
│
篇
数
を
論
じ
て
撰
者
に
及
ぶ
│
」）

22
（

が
一
首
と
見
、
そ
れ
を
承
け
て
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』）

23
（

は
「
一
首
の
換
韻
の
和
韻
の
作

と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。」
と
し
、
大
系
本）

24
（

も
「
前
十
句
を
仲
麻
呂
の
作
、
後
八
句
を
陽
春
の
作
と
み
る
説
も
あ
る
が
、
目
録
・
題
詞
の
如
く
す

べ
て
陽
春
の
一
首
と
み
る
。」
と
し
、
江
口
孝
夫
『
全
訳
注
』）

25
（

も
「
二
篇
と
し
て
二
人
の
応
答
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
麻
田
陽
春
一
人
の
作
で
、

先
半
、
後
半
立
場
を
変
え
て
詠
じ
た
も
の
と
も
す
る
。」
と
、
現
行
大
勢
は
一
首
と
見
て
い
る
。
一
首
と
す
る
と
、
前
半
十
句
は
仲
麻
呂
の
思
い

を
詠
じ
、
後
半
八
句
は
仲
麻
呂
と
陽
春
合
体
の
情
を
表
し
て
い
る
と
も
読
め
る
の
で
、『
萬
葉
集
』
に
み
た
A
・
B
の
代
作
歌
に
通
じ
る
「
思

い
や
り
や
い
た
わ
り
と
い
っ
た
優
し
い
心
情
が
窺
え
よ
う
。
人
情
に
篤
い
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。）

26
（

」
と
い
う
人
物
像
が
彷
彿
と
す
る
。

こ
の
詩
中
、「
唯
餘
」
は
大
系
本
補
注
に
、



一
二

唯
余
の
例　

タ
ダ
ノ
コ
ス
（
タ
ダ
ア
マ
ス
・
ノ
コ
ル
）
の
一
例
。
終
二
句
よ
り
始
ま
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。

唯○

余○

一
両

、
纔
得
レ
解
二
羅
衣
一
（
梁
紀
少
瑜
、
詠
二
残
鐙
一
）

唯○
余○

一
廃
井
、
尚
夾
両
株
桐
（
隋
元
行
恭
、
過
二
故
宅
一
）

唯○

余○
松
柏
隴
（
一
本
「
樹
」）、
朝
夕
起
二
寒
煙
一
（
初
唐
駱
賓
王
、
丹
陽
刺
史
挽
詞
）

と
あ
り
、「
孝
鳥
」
は
「
説
文
曰
、
烏
、
孝
鳥
也
」、「
烏
ニ
有
リ

二
反
哺
之
義
一
。
必
ズ
有
ラ
ン

二
遠
人
ノ
感
ジ
テ

レ
恵
ニ
而
来
タ
ル
者
一
」（
十
六
国
春
秋
）、「
烏

ニ
有
リ

二
反
哺
ノ
之
孝
一
」、「
慈
烏
反
哺
」（
禽
経
）
と
あ
り
孝
鳥
の
「
烏
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
旧
禅
処
」「
宝
殿
」「
精
禅
処
」
は
初
出
で
あ
り
、「
修

行
の
道
場
と
し
て
の
比
叡
山
を
題
材
に
し
た
最
初
期
の
漢
詩
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘）

27
（

も
、
陽
春
が
漢
籍
・
仏
典
の
学
識
に
富
ん
で
い
た
こ
と
を

証
明
し
て
い
よ
う
。「
両
楊
樹
」
二
本
の
楊
の
樹
と
あ
る
が
、『
藤
氏
家
伝
』
下
、「
武
智
麻
呂
伝
」
に
「
比
叡
山
に
登
り
、
淹と

留ど
ま

り
て
日
を
弥わ

た

る
。
爰こ

こ

に
、
柳や

な

樹ぎ

一ひ
と

株も
と

を
栽う

ゑ
、
従と

も

者ひ
と

に
謂か

た

り
て
曰い

は
く
、「
嗟あ

乎あ

、
君
ら
、
後の

ち

の
人
を
し
て
吾わ

が
遊あ

そ

び
息い

こ

ふ
処と

こ
ろを

知
ら
し
め
む
」
と
い
ふ
。」

と
あ
っ
て
「
一
株
」
で
あ
る
。「
兩
楊
樹
」
と
し
た
こ
と
は
後
考）

28
（

に
俟
ち
た
い
と
思
う
。
い
づ
れ
に
し
て
も
陽
春
の
表
現
に
は
典
故
と
な
る
漢

籍
・
経
典
の
陽
春
独
自
の
用
法
が
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
末
に
、
大
納
言
兼
大
宰
帥
の
大
伴
旅
人
は
、
大
宰
府
を
離
れ
、
京
に
帰
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
三
年
（
七
三
一
）
七
月

中
、
大
伴
熊
凝
事
件
、
同
月
二
十
五
日
、
旅
人
没
。
同
月
末
に
は
旅
人
亡
の
知
ら
せ
が
府
に
届
き
、
し
ば
ら
く
帥
不
在
の
時
期
が
続
き
、
九
月

二
十
七
日
、
大
納
言
藤
原
武
智
麻
呂
が
兼
大
宰
帥
と
な
る
も
赴
任
せ
ず
。
十
一
月
二
十
二
日
、
諸
道
に
鎮
撫
使
を
置
く
も
、
西
海
道
の
任
命
は

な
く
、
実
質
、
大
納
言
兼
大
宰
帥
の
武
智
麻
呂
が
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
か
。
翌
四
年
八
月
十
七
日
に
諸
道
節
度
使
を
置
き
、
西
海
道
は
藤
原
宇
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合
が
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
、
帥
、
解
任
か
。
あ
る
い
は
天
平
六
年
一
月
十
七
日
、
武
智
麻
呂
、
右
大
臣
と
な
り
、
解
任
か
。
い
づ

れ
に
し
て
も
、
陽
春
の
大
宰
府
時
代
（
大
典
の
ま
ま
か
）
の
天
平
三
、
四
年
の
帥
は
、
藤
原
武
智
麻
呂
で
あ
り
、
在
京
の
長
官
と
の
職
務
連
絡

の
文
書
の
す
べ
て
は
、
大
典
、
陽
春
の
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
帥
武
智
麻
呂
と
の
関
係
は
か
な
り
密
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
へ
の
公
務
出
張
の
折
、
あ
る
い
は
、
帰
任
後
、
武
智
麻
呂
の
習
宜
別
業
で
の
文
会）

29
（

に
招
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
し
、
そ
の
際
、
仲
麻
呂
と
の
知
遇
を
得
る
機
会
も
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
の
背
景
、

人
間
関
係
が
了
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
藤
原
家
と
近
江
の
関
係
は
、
天
智
六
年
（
六
六
七
）
三
月
に
、
天
智
が
鎌
足
と
と
も
に
都
を
遷
し
た
地

で
あ
り
、
鎌
足
は
近
江
に
隣
接
す
る
山
階
の
「
山
階
之
舎
」
に
火
葬
さ
れ
て
い
る
（『
家
伝
』
上
巻
「
鎌
足
伝
」）。
不
比
等
は
幼
少
時
、
山
科
の

田
辺
史
大
隅
等
の
家
に
養
わ
れ
（『
尊
卑
分
脈
』
不
比
等
伝
）、
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
八
月
の
勅
で
「
追
以
近
江
国
十
二
郡
」、
淡
海
公
に
封
ぜ

ら
れ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』）。
武
智
麻
呂
の
近
江
守
任
官
記
事
、『
続
日
本
紀
』
に
見
え
な
い
が
、『
家
伝
』
下
巻
「
武
智
麻
呂
伝
」）
に
、（
和

銅
）
五
年
六
月
、）

30
（

「
徒
為
近
江
守
」
と
な
り
善
政
を
敷
い
た
と
あ
る
。
仲
麻
呂
が
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
九
月
七
日
に
任
近
江
守
と
な
り
、
そ

の
没
年
ま
で
近
江
と
の
関
係
が
続
い
た
。
一
方
、
百
済
亡
命
貴
族
・
百
済
人
と
近
江
の
関
係
は
、
天
智
四
年
（
六
六
五
）
二
月
に
、
百
済
の
百

姓
男
女
四
百
余
人
を
以
ち
て
、
近
江
国
神
前
郡
に
居
く
（『
日
本
書
紀
』）・
天
智
八
年
是
歳
「
佐
平
余
自
信
・
佐
平
鬼
室
集
斯
等
男
女
七
百
余
人

を
以
ち
て
近
江
国
蒲
生
郡
に
遷
し
居
く
。」（『
日
本
書
紀
』）
と
あ
り
、『
懐
風
藻
』
の
大
友
皇
子
の
伝
に
、「
年
二
十
三
、
立
ち
て
皇
太
子
と
為

る
。
広
く
学
士
沙
宅
紹
明
・
塔た

ふ

本ほ

春し
ゆ
ん

初し
よ

・
吉
大
尚
・
許
率
母
・
木
素
貴
子
等
を
延
き
て
、
賓
客
と
為
す
。」
と
あ
り
、
い
づ
れ
も
百
済
亡
命
貴

族
で
、
こ
れ
ら
の
大
半
が
近
江
京
周
辺
に
遷
居
し
て
、
宮
廷
貴
顕
の
邸
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
。
藤
原
氏
と
の
関
係
も
こ
の

頃
か
ら
あ
っ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
、
武
智
麻
呂
が
比
叡
山
に
登
っ
た
の
は
和
銅
八
年
（
七
一
五
）、
三
十
五
歳
の
時
で
あ
り
、
仲
麻
呂
は
十
歳
の
少
年
。
陽
春
は
十
八

歳
、
春
初
は
六
十
代
後
半
。
仲
麻
呂
が
近
江
守
任
官
の
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）、
四
十
歳
で
、
陽
春
は
四
十
八
歳
、
武
智
麻
呂
の
七
回
忌
の
年

に
当
り
、
お
そ
ら
く
春
初
も
鬼
籍
の
人
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。『
懐
風
藻
』
の
陽
春
作
和
詩
一
首
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
人
間
関
係
、
地
縁



一
四

関
係
と
い
う
も
の
│
伝
記
的
考
証
│
を
経
た
上
で
、
よ
り
よ
い
考
究
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
粗
略
な
論
稿
で
あ
っ
た
が
、
後
考
を
俟
つ
こ

と
に
す
る
。

注（
1
）　

別
稿
「
麻
田
連
陽
春
伝
考
│
萬
葉
集
人
物
伝
研
究
（
八
）
│
」（「
大
妻
女
子
大
学
紀
要
│
文
系
│
」
44
号
、
平
成
二
十
四
年
三
月
刊
）
に
、
そ
の
出

自
・
氏
姓
名
・
閲
歴
・
年
齢
・
係
累
等
の
概
略
を
述
べ
た
が
、
本
稿
は
そ
の
続
考
で
あ
る
。

（
2
）　
「
出
発
そ
の
も
の
を
こ
こ
で
送
っ
た
の
で
は
な
し
に
、
出
発
よ
り
幾
日
か
前
に
蘆
城
ま
で
出
か
け
て
あ
ら
か
じ
め
餞
宴
を
張
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」

（
沢
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』）

（
3
）　
「
辛
人
」。
元
、
桂
、
類
、
拾
・
童
「
か
ら
ひ
と
の
」
神
、
西
、
温
、
矢
、
京
、
宮
、
代
、
攷
「
カ
ラ
ヒ
ト
ノ
」。「
辛
人
ヲ
ア
ラ
ヒ
ト
、
ア
ル
ハ
写
生
ノ

誤
ナ
リ
。
早
ク
カ
ラ
ヒ
ト
、
改
タ
ム
ヘ
シ
。」（
代
□精
）・「
辛
ハ
淑
ノ
誤
ヨ
キ
ヒ
ト
ノ
」（
考
）「
辛
は
借
字
に
て
韓
な
り
。
又
は
辛
は
淑
の
誤
に
て
ヨ
キ
人

か
。
宣
長
は
辛
は
宇
萬
二
字
か
と
も
言
へ
り
。」（
略
解
）・「
辛
人
は
、
辛
は
、
宮
ノ
字
の
写
誤
な
る
べ
し
」「
ミ
ヤ
ヒ
ト
ノ
」（
古
義
）。
近
代
・
現
代
は
多

く
の
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
は
、「
か
ら
ひ
と
の
」
で
、「
辛
・
韓
・
唐
」
と
し
て
い
る
。
な
か
で
、
金
子
評
釋
「
必
ず
ウ
マ
ビ
ト
と
訓
み
た
い
。」「
今
こ
の

大
宰
府
で
紫
衣
を
着
得
る
人
は
、
帥
の
君
を
除
い
て
は
一
人
も
い
な
い
。
帥
の
君
は
當
時
正
三
位
で
あ
っ
た
。
作
者
陽
春
は
、
浅
緑
の
衣
を
着
る
七
位
の

大
典
、
こ
の
人
達
の
眼
か
ら
は
紫
の
衣
は
遙
か
に
縁
の
遠
い
も
の
で
、「
う
ま
人
の
衣
染
む
と
ふ
」
と
讃
辞
的
に
詠
め
た
こ
と
は
、
處
柄
、
人
柄
、
蓋
し

當
然
な
こ
と
で
あ
ら
う
。」。
講
談
社
文
庫
（
中
西
進
）「
韓
人
の
」「
カ
ラ
は
中
国
を
も
朝
鮮
を
も
い
う
。
作
者
は
百
済
の
渡
来
二
世
。」

（
4
）　

内
田
賢
徳
「
大
伴
君
熊
凝
哀
悼
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー

万
葉
の
歌
人
と
作
品　

第
五
巻　

大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
（
二
）』（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
に
、『
釋
注
に
は
従

え
な
い
が
、「
卿
を
紫
に
よ
そ
へ
て
、
さ
て
、
こ
こ
ろ
に
し
む
と
い
へ
る
な
り
」（『
攷
証
』）
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
時
の
旅
人
の
地
位
を
象
徴
的
に
表
し

て
、
大
納
言
と
し
て
京
に
遷
任
す
る
主
を
言こ

と

祝ほ

い
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
高
官
と
し
て
の
紫
の
礼
服
が
主
を
象
徴
し
て
い
つ
ま
で
も
心
に
沁
み
て
忘

れ
ら
れ
な
い
と
主
へ
の
変
わ
ら
ぬ
敬
愛
を
詠
む
。」

（
5
）　

大
久
保
広
行
「
筑
紫
の
綿
と
紫
草
」（「
文
学
論
藻
」
75
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。『
筑
紫
文
学
圏
と
高
橋
虫
麻
呂
』
二
〇
〇
六
年
二
月
所
収
。）

（
6
）　

富
原
カ
ン
ナ
「「
熊
凝
哀
悼
挽
歌
」
考
」（「
萬
葉
」
173
号
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）。

 

『
毛
詩
』
小
雅
の
「
鹿
鳴
」
全
章
を
次
に
示
し
て
お
く
。
新
釈
漢
文
大
系
（
111
）『
詩
経　

中
』（
一
九
九
八
年
十
二
月
刊
）
に
拠
る
。



一
五

麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

　
　

鹿　

鳴

　
　

鹿ろ
く　

鳴め
い

呦
呦
鹿
鳴

食
二
野
之
苹
一

呦い
う

呦い
う

と
鹿し

か

鳴な

き

野や

の
苹へ

い

を
食は

む

我
有
二
嘉
賓
一

鼓
レ
瑟
吹
レ
笙

我わ
れ

に
嘉か

賓ひ
ん

有あ

り

瑟し
つ

を
鼓ひ

き
笙し

や
うを
吹ふ

か
ん

吹
レ
笙
鼓
レ
簧

承
レ
筺
是
將

笙し
や
うを
吹ふ

き
簧く

わ
うを

鼓ひ

き

筺き
や
うを

承さ
さ

げ
て
是こ

こ

に
將す

す

む

人
之
好
レ
我

示
二
我
周
行
一

人ひ
と

の
我わ

れ

を
好よ

み

し

我わ
れ

に
周し

う

行か
う

を
示し

め

せ

呦
呦
鹿
鳴

食
二
野
之
蒿
一

呦い
う

呦い
う

と
鹿し

か

鳴な

き

野や

の
蒿か

う

を
食は

む

我
有
二
嘉
賓
一

德
音
孔
昭

我わ
れ

に
嘉か

賓ひ
ん

有あ

り

德と
く

音い
ん

孔は
な
はだ
昭あ

き

ら
か
な
り

視
レ
民
不
レ

君
子
是
則
是
傚

民た
み

に
視し

め

す
に

う
す

か
ら
ざ
る
は

君く
ん

子し

是こ

れ
則の

つ
とり

是こ

れ
傚な

ら

へ
ば
な
り

我
有
二
旨
酒
一

嘉
賓
式
燕
以
敖

我わ
れ

に
旨し

酒し
ゆ

有あ

り

嘉か

賓ひ
ん

よ
式も

つ

て
燕え

ん

し
以も

つ

て
敖あ

そ

べ

呦
呦
鹿
鳴

食
二
野
之

一

呦い
う

呦い
う

と
鹿し

か

鳴な

き

野や

の
き
ん

を
食は

む

我
有
二
嘉
賓
一

鼓
レ
瑟
鼓
レ
琴

我わ
れ

に
嘉か

賓ひ
ん

有あ

り

瑟し
つ

を
鼓ひ

き
琴き

ん

を
鼓ひ

か
ん

鼓
レ
瑟
鼓
レ
琴

和
樂
且
湛

瑟し
つ

を
鼓ひ

き
琴き

ん

を
鼓ひ

き

和わ

樂ら
く

し
且か

つ
湛た

の

し
ま
し
め
ん

我
有
二
旨
酒
一

以
燕
二
樂
嘉
賓
之
心
一

我わ
れ

に
旨し

酒し
ゆ

有あ

り

以も
つ

て
嘉か

賓ひ
ん

の
心こ

こ
ろを

燕え
ん

樂ら
く

せ
し
め
ん

（
7
）　

注（
6
）に
同
じ
。

（
8
）　

注（
4
）に
同
じ
。

（
9
）　

新
大
系
本
、
脚
注
に
、
馬
駿
論
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（
10
）　
『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
「
歓
宴
」
の
詩
、

 

　
　
　
　

從
五
位
下
大だ

い

學が
く
の

助す
け

背せ

奈な
の

王き
み

行ゆ
き
ふ
み

。
二
首
。
年
六
十
二
。



一
六

 

　

五
言
。
秋し

う

日じ
つ

長ち
や
う

王わ
う

が
宅い

へ

に
し
て
新し

ら
ぎ羅

の
客

ま
ら
ひ
とを

宴う
た
げす

。
一
首
。
賦ふ

し
て「
風ふ
う

」の

字
を
得
た
り
。

 

賓ま
ら
ひ
とを

嘉よ

み
し
て
小せ

う

雅が

を
韻う

た

ひ
、
席む

し
ろを

設ま

け
て
大だ

い

同ど
う

を
嘉よ

み
す
。
流な

が
れを

鑒み

て
筆ひ

つ

海か
い

を
開
き
、
桂か

つ
らに

攀よ

ぢ
て
談だ

ん

叢そ
う

に
登
る
。
盃は

い

酒し
ゆ

皆
こ
と
ご
と

月
有
り
、
歌か

聲せ
い

共と
も

に
風
を
遂お

ふ
。
何な

に

ぞ
專せ

ん

對た
い

の
士を

の
こを

事こ
と

と
せ
む
、
幸ね

が

は
く
は
李り

陵り
よ
うが

弓
を
用も

ち

ゐ
た
ま
へ
。（
藻
60
）

　

同
じ
く
「
別
宴
」
の
詩
、

 

　
　

正
六
位
上
刀と

利り
の

宣
令
。
二
首
。
年
五
十
九
。

 

　

五
言
。
秋
日
長
王
が
宅
に
し
て
新
羅
の
客
を
宴
す
。
一
首
。
賦ふ

し
て「
稀き

」の

字
を
得
た
り
。

 

玉ぎ
よ
く

燭し
よ
く

秋し
う

序じ
よ

を
調と

と
のへ

、
金き

ん

風ぷ
う

月げ
つ

幃ゐ

を
扇あ

ふ

ぐ
。
新し

ん

知ち

未い
ま

だ
幾い

く

日か

も
あ
ら
ね
、
送そ

う

別べ
つ

何な
に

ぞ
依い

い々

ぞ
。
山
の
際ま

に
愁し

雲う
ん

斷た

え
、
人
の
前
に
樂ら

く

諸し
よ

稀ま
れ

ら
な
り
。
相あ

ひ

顧か
へ
りみ

る
鳴め

い

鹿ろ
く

の
爵

さ
か
づ
き、

相
送
る
使し

人じ
ん

が
歸か

へ
り。（

藻
63
）

　

い
ず
れ
も
訓
読
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粹
』
に
拠
る
。
作
者
二
人
は
い
づ
れ
も
百
済
亡
命
貴
族
。

（
11
）　

伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
二　

巻
第
三
巻
第
四
』

（
12
）　

刈
谷
図
書
館
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
複
写
本
に
拠
る
。

（
13
）　

武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釈
』「
8
・
一
四
九
九
」
に
、「
三
輪
の
神
宴
の
歌
「
宇ウ

磨マ

佐サ

階ケ　

瀰ミ

和ワ

能ノ

等ト

能ノ

能ノ　

阿ア

佐サ

妬ド

珥ニ

毛モ　

於オ

辭シ

寐ヒ

羅ラ

箇カ

禰ネ　

瀰ミ

和ワ

能ノ

等ト

能ノ

渡ド

烏ヲ

」（
日
本
書
紀
一
六
、
崇
神
天
皇
御
製
）
の
歌
を
思
つ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
三
輪
の
神
宴
の
歌
は
、
歌
曲
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。」
と
あ
る
。

（
14
）　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

中
』
に
、「
歌
と
し
て
の
「
命
過
ぐ
」
は
、
萬
葉
集
の
中
で
憶
良
の
こ
の
例
が
ひ
と
つ
で
あ
る
。「
命
過
」

は
彼
の
愛
読
し
た
金
光
明
最
勝
王
経
、
長
者
子
流
水
品
に
、「
時
十
千
魚
、
同
時
命
過
生
二
三
十
三
天
」
云
々
（「
命
過
」
は
「
命
終
」
に
同
じ
。
長
者
子

流
水
品
「
命
終
之
後
、
得
レ
生
二
三
十
三
天
一
」
と
あ
る
）
み
え
、
憶
良
は
仏
典
語
を
翻
訳
し
て
歌
句
と
し
て
採
用
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。」

と
あ
る
。

（
15
）　

た
と
え
ば
、
新
大
系
『
萬
葉
集
』（
5
・
八
八
四
、
脚
注
）
に
、

 

　

仏
典
に
「
命
は
朝
露
の
如
く
、
暫
く
有
る
も
便
ち
滅
す
」（
出
曜
経
一
）、「
人
命
譬
へ
ば
朝
の
草
上
の
露
の
若
し
。
須
臾
に
し
て
即
ち
落
つ
。
人
命

も
此
の
如
し
。
焉
ん
ぞ
久
長
な
る
を
得
ん
や
」（
六
度
集
経
八
）
と
あ
る
他
、
漢
の
古
楽
府
「
薤
露
行
」
に
も
「
薤
上
の
朝
露
何
ぞ
晞
（
かわ

）
き
易
き
」

（
初
学
記
・
挽
歌
）
と
あ
り
、
そ
れ
は
「
人
命
は
薤
上
の
露
の
如
く
晞
滅
し
易
き
を
言
ふ
」（
晋
・
崔

・
古
今
注
）
も
の
で
あ
っ
た
。



一
七

麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩

 

と
あ
る
。

（
16
）　

藤
原
芳
男
「
大
伴
君
熊
凝
ノ
歌
」（「
国
語
と
国
文
学
」
51
巻
2
号
、
一
九
七
四
年
二
月
。）・
芳
賀
紀
雄
「
憶
良
の
熊
凝
哀
悼
歌
」（「
萬
葉
」
118
号
、
一

九
八
四
年
六
月
。）

（
17
）　

注（
4
）の
内
田
賢
徳
論
文
。
た
だ
し
、「
歌
が
熊
凝
の
両
親
の
下
に
も
届
け
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
後
両
親
が
ど
の
よ
う
に
老
い
て
行
っ

た
か
、
誰
も
知
ら
な
い
。」
と
す
る
。

（
18
）　

注（
16
）に
同
じ
。

（
19
）　

大
久
保
広
行
「
熊
凝
哀
悼
歌
群
の
形
成
」（『
万
葉
集
研
究
』
20
、
一
九
九
六
年
六
月
。『
筑
紫
文
学
圏
論　

山
上
憶
良
』
一
九
九
七
年
三
月
所
収
。）

（
20
）　

井
上
通
泰
『
萬
葉
新
考　

第
二
』・
宮
嶋
弘
「
萬
葉
集
巻
五
の
編
纂
者
附
雑
考
」（「
国
語
国
文
」
9
巻
8
号
、
一
九
三
九
年
十
二
月
。）

（
21
）　
「
国
語
と
国
文
学
」（
25
巻
6
号
、
一
九
四
八
年
六
月
。）『
懐
風
藻
新
註
』（
一
九
五
八
年
十
一
月
。）
も
同
様
。

（
22
）　
「
国
語
・
国
文
」
3
巻
9
号
、
一
九
三
三
年
八
月
。

（
23
）　

一
九
四
三
年
三
月
。
注（
6
）も
同
じ
。

（
24
）　
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
一
九
六
四
年
六
月
。）
な
お
、
山
口
敦
史
「『
懐
風
藻
』
の
自
然
観
と
仏
教
思
想　

麻
田
陽
春
の
漢
詩
と
藤
原

氏
の
系
譜
」（
辰
巳
正
明
編
『
懐
風
藻

│
日
本
的
自
然
観
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
』
二
〇
〇
八
年
六
月
。）
も
同
じ
。

（
25
）　

講
談
社
学
術
文
庫
『
懐
風
藻　

全
訳
注
』
二
〇
〇
〇
年
十
月
。

（
26
）　

注（
4
）に
同
じ
。

（
27
）　

注（
24
）の
山
口
論
文
。

（
28
）　

注（
1
）別
稿
に
、「
従
者
の
一
人
で
あ
っ
た
か
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
今
、
そ
の
子
供
同
士
が
互
い
の
親
を
思
い
唱
和
す
る
と
い
う
場
面
を
想
定

し
た
い
。」
と
し
た
。

（
29
）　
『
藤
氏
家
伝
』（
下
巻
「
武
智
麻
呂
伝
」）
に
、
養
老
・
神
亀
・
天
平
に
か
け
て
「
季

す
ゑ
の

秋あ
き

に
至い

た

れ
ば
、
每つ

ね

に
文ぶ

ん

人じ
ん

才さ
い

子し

と
、
習す

業げ

の
別べ

つ

業げ
ふ

に
集つ

ど

ひ
て
、
文ふ

み

の
会つ

ど
ひを

申か
さ

ぬ
。
時と

き

の
学が

く

者し
や

、
競き

ほ

ひ
て
坐ざ

に
預あ

づ
から

む
と
欲お

も

ふ
。
名な

づ

け
て
龍

り
よ
う

門も
ん

点て
む

額が
く

と
曰い

ふ
。」
と
あ
っ
て
、
学
術
文
芸
を
尊
重
す
る
時
代
の
傾
向
で
、
同
時
代

の
長
屋
王
も
作
宝
楼
（
佐
保
宅
）
で
文
雅
の
会
を
行
な
っ
て
い
た
。（
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
京
著
『
藤
氏
家
伝
鎌
足
・
貞
慧
・

武
智
麻
呂
伝

注
釈
と
研
究
』
一
九
九
九

年
五
月
。）

（
30
）　

注（
29
）に
同
じ
。


